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は じ め に

指定管 理 者 制 度 が 、 激 し い 勢 い

で 全 国 に 広 が っ て い る 。 地方 自 治

法 が 2 0 03 年 6 月 に 改 正 さ れ 、地 方

自 治 体 の 公 の 施 設 に も 、 従来 の 管
理委託 制 度 に 替 わ っ て 指 定 管理 者

制 度 が 適 用 さ れ る よ う に な っ た 。
｢指 定管理者 制 度 ｣ と は 、 多様化

す る 住 民 ニ ー ズ に 効 果的 か つ 効 率

的 に 対応 す る た め 、 公 の 施設 の 管

理 に 民 間 の 能 力 を 活 用 し 、 住 民 サ
ー ビ ス の 向 上 を 図 り 、 経費 の 削 減
を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。

公 の 施 設 の 管理 は 、 従 来 、 地 方

公 共 団 体 の 出 資法 人 、 公 共 団 体 、
公 共 的 団 体 に 限 定 さ れ て い た が 、
法 改 正 で 委託範 囲 に 制 約 が な く な

っ た 。 営 利企業、 社会 福 祉 法 人 な

ど の 公 益 法 人 、 特定 非 営 利 活 動 法
人 ( N P O 法 人 ) 及 び 法 人 格 を 持
た な い 団 体 で も 管理 が で き る よ う
に な っ た 。 ま た 、 施 設 の 利 用 料 を

指 定 管理者 の 収 入 に で き 、 利 用 の

許 可 な ど 民 間 企業 が 従来 は で き な
か っ た 行政権 限 も 行使 で き る 。 行

政 に と っ て 、 人 員や経費 削 減 が で
き 、 非 営 利活 動 団 体 が 管理運 営 を
担 う 場合 は 、 住 民 が 地 域 の 施設 の

管理運 営 に 主 体 的 に 参 画 で き る と
い う 。

｢指 定 管理者 制 度 ｣ の 導入 は 、
体 育施 設 な ど が 中 心 だ が 歴史文 化
を 展 示 し 調 査研究す る 現場へ も 浸

透 が 始 ま っ て い る 。 こ れ に よ っ て

現場 は ど う 変 わ る の か。 公 立 博 物

館 の観 点 か ら 指 定 管理者 制 度 に つ
い て 、 す で に 瀧端真理 子 氏 が 経緯
と 問 題 点 を 整理 し て い る ( “。 そ
の 中 で 朧 端 氏 は ｢積極的 な 提案 ･

監視 ｣の 重要性 を 指摘 さ れ て い る 。
ま た 京 都府 立 丹 後 郷 土 資料 館 と 山

城郷 土 資料館 に 、 指定管 理 者 制 度
導入 が 示唆 さ れ た ご と を う け 、 日

本史研究 会 な ど 7 団 体 が 国 や都 道

府 県 な ど に 要 望 書 を 出 し 、 ｢影響 に

注意 を 払 っ て い く ｣ と 強 調 し て い

る くめ。 全 く 同 感 で あ る が 、 ｢積 極

的 な提案 ･ 監視 ｣ ｢注意 を 払 っ て い

く ｣ に は 具体的 な 情 報 が い る 。 そ

れ を 我 々 は どれ だ け 手 に 入れ、 共

有 で き て い る だ ろ う か 。
評 価 も 多 様 な こ の 制 度 に つ い

て 、総 括 が で き る の は ま だ先 だ が 、
関 心 を 持 ち 、 必 要 に 応 じ て 発言 を

続 け て い く た め に は 、実態 の 公 開 、
情報 の 共有 化 が ま ず 必 要 だ ろ う 。
小稿 で は 歴 史 系 の 新 設 総合的博 物

館 と し て 指定管理者制度 を 導入 し

た 長 崎歴 史 文 化博物館 の 動 向 を 、
県 の公 開 し た 資 料 を 中 心 に 紹 介 し 、
問 題 を 考 え る 足 が か り に し た い 。

長崎歴史文化博物館の試みと特色1
神 戸 と 同 じ港 町 ･ 長崎 で 、 今年 秋
に オ ー プ ン す る 歴 史 文化博 物 館 は 、
旧 県 立 美術博物館、 県 立 長 崎 図 書
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館 (古 文 書 等 の 郷 土 資料 )、 長 崎 市
立 博物館 が 所 蔵 す る 海 外 交 流 史 を
中 心 と し た 歴 史 資料 を 、 県 と 長崎
市 が 展 示 ･ 公 開 す る 施 設 で 、 長 崎

奉行所 立 山 役所 の 一 部 も 復 元 す る 。
建 設場所 は 長 崎 市 立 町 一 丁 目 の 旧
県 立 美 術博 物 館 ･ 旧 知 事公舎 な ど

の 跡 地 で 敷 地 面 積 1 万 4 4 1 3 平 方
一 部 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

造 ･ 鉄 骨 造 ･ 木 造 3 階 建 、 延 床 面

積 1 万 3309 平 方 藷 。う ち 本館 は 約

890 0 平 方 髄 で 、常設 展 示 室 約 1 3 0 0
平 方 苞 、企 画 展 示 室 約 1000 平 方 髄
と 、 レ フ ァ レ ン ス ル ー ム 、 多 目 的

ホ ー ル 、 収 蔵庫 な ど が あ る 。 長 崎

奉行所 立 山 役所復 元 整備部分 は 約

1800 平方 毒 、 奉 行 所 関 連 展 示 室 約
4 00 平方 翫 、 木 造復 元 約 500 平 方

藷 と イ ベ ン ト の 間 、 長 屋部分 (伝
統 工 芸 体験 工 房 、 飲食施 設 ) な ど
が あ る 。
県 と 長 崎 市 が 一 体 と な っ て 民

間 業者 に 委 託 す る の は 全 国 で も 例
が な い 取 り 組 み で 、 管理運営 は 、
長 崎市 が 地 方 自治法第 252 条 の 14
の 規 定 に 基 づ い て 、 長 崎 県 に 事務

委託 を 行 い 、 県 に 窓 口 を 一 本化 し
た 上 で 、 指 定 管理者 を 指 定 す る 。
博 物 館 の 特 色 は 、 海 外 交 流 史 と

長崎奉行所 立 山役所 復 元 を 柱 に 、
長 崎 県 の 歴 史 、 ｢長 崎学 ｣ 研 究 の 拠
点 が 骨格 で あ る 。 加 え て 指 定管理
者募集 要 項 に よ れ ば 、 長崎 県 内 の
中 核博 物 館 と し て 、 県 内 国 内 外 の

博 物 館 ･ 資料館 、 教育研 究 機 関 、
歴 史 団 体 、 企 業 と 多角 的 に 連携す
る ▽ 生 涯 学 習 の 場 と し て 、 利 用 者
が 知 識 ･ 教養 を 深 め 、 体 験 を 通 し

て 楽 し く 長崎 の 歴 史 発 見 が で き る
▽ 地域 の 個性や特 色 を 生 か し 、 新

し い 地 域 づ く り に 貢 献 し 、 県 内 の
史 跡等 の 情報 を 一 覧 で き 、 長 崎 の
歴史 と 文 化 を 知 る 出 発 点 と し て 、
観 光 、 伝統 工 芸 の 紹 介 と 振興 に も
寄 与 す る ▽ 多 く の 県 民 ･ 市 民や ボ

ラ ン テ ィ ア な ど が 運 営 に 参 加 で き
る 開 か れ た 組織運 営 を 行 い 、 利 用

者 本 位 の 管 理運 営 を 実 践す る - な
ど を標椦 し て い る 。 年 間 利 用 者数
は 20 万 人 以 上 を 目 標 と し て い る 。

l指 定管理者 の 業 務範 囲 と 収 入｣
指定管理者 の 業務 と し て 、 長 崎
県 が 掲 げ て い る の は 、 ①資料 の 収
集 ･ 保存 ･ 修理 ･ 展示及 び 利 用 ②
長 崎 の 歴史 と 文 化 に 関 す る 情報 の

提供③調 査 研 究 ④ 生 涯学習 に 対応
し た 講演 会 、 講座 等 ⑤広 報 ･ 出 版

等 の 普 及 活動⑥学校 と の 連携⑦他
の 博 物 館 ･ 美 術館等 と の 連携⑧博

物館 の マ ネ ジ メ ン ト 、 ミ ュ ー ジ ア
ム シ ョ ッ プ の 管理 、 飲食 施 設 の 管

理⑨博物館 の 利 用 許 可 、 利 用 料金
業 務⑩施設 の 維持 及 び 修繕⑪ 地 域
づ く り と 観 光 振 興 - の 11 項 目 で
あ る 。

① の 資料 の 保存 と 修理 で は 、 材

質 に 適 し た 保存 環 境 を 整 え 、 損 傷
や 汚 損 、 カ ビや害 虫 な ど に 対 す る

適 切 な 処置 を 行 い 、展 示 業務 で は 、
企 画 と 調 査 、 他館 か ら の 資料借 用

交 渉 、 図 録 、 報 告 書等 の 作 成 を 行
っ 。 常 設 展 示 は博 物 館活 動 の 柱 と

位 置 づ け 、 長崎 の 歴 史 と 文 化 に 対

す る 関 心 を 高 め 、 観 光 客 に 対 し て

も 長 崎 の 歴 史 と 文 化 を ア ピ ー ルす
る も の と し 、 展 示 し て い る 資料 に

つ い て は 、 年 6 回 程度 の 展 示 替 え

を 求 め て い る 。
企 画 展 示 で は 、 長 崎学 の 立 場 か
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ら 、 集客範 囲 を 国 内 の み な ら ず 、
ア ジ ア を は じ め 海外 も 対象 に し 、
独 自 の 調 査 研 究 に 基 づ く 自 主 企 画

展 、 国 内 外 の 博 物 館 と 連携 し た 巡

回 展、 他館や新聞社、 放送 局 な ど

と の 共 同 企画 展 を あ げ 、 開 館年 度

は 2 本程 度 、 以 後 年 間 3 本 程度 開

催 す る こ と を 求 め て い る 。
② の 情 報 提供業務 で は 、 長崎学

研 究 の 拠 点 と し て の レ フ ァ レ ン ス

ル ー ム の 管理運営 、 資料情報提供
サ ー ビ ス 、 収蔵 図 書 情 報 、 県 内 の

史跡情 報 等や全 国 の 博物館 報 等 の

提供 を 行 う 。 情 報 シ ス テ ム の デ ー

タ 更 新や管理運営作業 も 必 要 と な

る 。 ⑤ の 広 報 ･ 出 版等 の 普 及 活 動

に つ い て は 収 蔵作 品 の 図 録 の 出 版
な ど 、 長 崎 の 歴 史 と 文 化 に 関 す る

普 及 活 動 を 行 う と な っ て い る 。
博 物 館 の 管 理 運 営 に 関 す る 全
て の 費 用 は 、 利 用 料金 と そ の 他 の

収入、 県 か ら の 負担金 を も っ て 充

て る 。 負担 金 の 金 額 は 、 県 が 適 正

と 認 め た 範 囲 内 と し 、 毎 年度 ご と

に 締結す る 協 定 書 で 定 め る 。 対 象
と な る 経費 は 、 施 設 維持管理費 、
人 件費 、 事 業 費 の う ち 無料 の も の

で あ る 。 長 崎 県 の 要 項 に よ れ ば 、
利 用 金 制 度 の 導 入 を 明 記 し た う え

で ｢利 用 料金 制 度 と は 、 来 館者 が

支 払 う 観覧料や 自 ら が 企 画 ･ 実 施

す る 各 事 業 の 収 入 等 を 直接 自 ら の
収 入 と す る こ と が で き る 制 度 で す。
し た が っ て 、 そ の 管理運営 に 係 る
収 支 に つ い て 、 ! 定 の 責任 を負 う
こ と に な る の で 、 施設 の 利 用 を 促
進 し 、 収 入 の 確保 を 図 る 努 力 が 求

め ら れ ま す ｣ と 、 行 政 も 経営努 力
を 求 め て い る 。

な お 、 開 館 時間 は 午 前 8 時 30

分 か ら 、閉 館 時 間 は 午 後 7 時 以 降 、
午 後 9 時 の 範 囲 を 想 定 し て い る 。
年 末 年始 (1 2 月 2 9 日 ~ 1 月 3 日 )
に つ い て も 、 基本 的 に 開 館 す る 。
通 常 の 博物館 に 比 べ、 開 館 時 間 が

長 く 、 夜 間 や年 末 年始 の 常 時 開 館
は 従 来 の 博 物 館 に 比 べ 利便性 を 高
め て い る 。

縮定管理者 は私 企 業 に 決 定 1
指 定管 理 者 の 募集 は 昨 年 の 10

月 か ら 1 1 月 ま で と 、 1 1 月 か ら 1

月 ま で の 再募集 で 、 東証 一 部 上場
の 東 京 に 本社 を 置 く N 社 が 候補 に

あ が り 、 県 議会 の 承 認 手 続 き を 経
て 、正 式決 定 の 運 び と な っ て い る 。
N 社 は 1 892 年創 業 、集 客 環境 づ く
り や コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 企画、 プ
ザ イ ン な ど が 事業 内 容 で あ る 。 資

本 金 は 64 億 円 で 従業 員 は グ ル ー

プ 企業全体 で n 1 3 人 。 大 正 年 間 に
菊 人 形 を 大 規模 な 仕掛 け を 使 っ て

演 出 し 、 昭 和 に 入 る と 博覧会や 百

貨店 の 催 し を 手 が け 、 大 阪 万 博 で

は 18 の パ ビ リ オ ン の デ ィ ス プ レ
ー を受 注 。 今 年東証 一 部 に 上 場 し

た 。

過 去 の 実績 を 、 同 社 の ホ ー ム ペ
ー ジ で み る と 、 こ れ ま で 博物館 ･

美術館 部 門 で は 2 004 ま で に 82 件

を 受 注 し て い る 。 歴 史 系 の 総 合博

物館 で は 、 仙 台 博 物 館、 苫 小 牧博
物館 、 北 海 道 大 学 総 合博 物 館 、 福

井 県 立 博物館、 新 庄 町 歴史 民 俗資

料館 (奈 良 県 葛城市 )、 恩 納 村博 物
館 (沖縄 県 )、 新湊市博物館 (富 山
県 )、 佐世保資料館 (長崎 県 ) な ど
の 展 示 デ ィ ス プ レ ー を 手 が け て い

る 。 兵庫 県 内 で は 、 神 戸 ら ん ぷ ミ

ュ ー ジ ア ム 、 加古 川 宇宙科学館展
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示 リ ニ ュ ー ア ル、神 戸 北 野美術館、
神 戸 海 洋 博 物 館 ヤ マ ト 1 な ど の 実
績 が あ る 。
九 州 に は 1 974 年 に 進 出 、 福 岡
と 沖 縄 を 中 心 に 事業 を 展 開 し て き
た 。 実 は今 回 の 長崎歴 史 文化博 物

館 の 展 示 設 計 も 2 002 年 2 月 、指 名

型 プ ロ ポ ー ザ ル に よ り 同 社 に 決 ま

っ て い る 。

同 社 の 決算書 に よ れ ば 、 2 0 0 4 年
2 月 か ら 今年 2 月 ま で の 連結 決 算
で の 売 上 高 は 7 34 億 4 2 00 万 円 (1 00
万 円 以 下 切 り 捨 て 、 前 年 同 期 比
6 . 1% 増 、 以 下 同 )。 内 訳 で は 広 報 ･
販 売 促 進 、 専 門 店 に 続 い て 、 博 物

館 ･ 美 術館 部 門 が 多 く 計 111 億
2900 万 円 (前年 1 16 億 320 0 万 円 )
を 占 め て い る 。 ま と め と し て 同 社
は ｢経常利 益 は 、 売 上 の 増加 に加
え 、 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト を 中 心 に コ

ス ト管理 を 徹底 し た こ と な ど に よ
り 、 2 1 億 4500 万 円 (前 年 同 期 比
4 7 .7% 増 ) と な り 、 当 期 純 利 益 は
lo 億 4 900 万 円 (同 4 9 .6% 増 ) と
な り ま し た ｣ と 結 ん で い る 。 売 上
高 は 前 年 度 か ら 6 . 1% 伸 ば し 、 コ
ス ト 削 減 を 徹 底 す る こ と で 、 利益
は ほ ぼ 倍 増 し て い る 。 こ れ は 全 国
の 上 場企業 の 今 期 決算 の お お む ね

の 特徴 で も あ る 。

I｢公 立 ｣ が ｢効率 ｣ に 代 わ る と き I
私 企 業 が 、 受 注 対象 を ｢市場 ｣
と 呼 び 、 自 ら 提供す る も の を ｢商
品 ｣ と 呼 ん で 、 利益 を 追 求 す る の
は 当 然 で あ る 。 し か し 、 歴 史 遺 産
を ｢ 原 材料 ｣ に ｢商 品 ｣ を 作 り 、
地 域 づ く り を 考 え る 市 民 が 払 う 入

館料 が 企 業 の 直接 の ｢売 上 ｣ に な

る 仕組 み に は 危 惧 を 覚 え ざ る を え

な い 。 ｢公 立 ｣ を ｢ コ ー リ ツ ｣ (効
率 ) に 置 き 換 え た と き に 、 失 わ れ
る も の は な ん な の か 。 失 わ れ る も

の へ こ そ 、 ま な ざ し を 向 け る 必 要
が あ る 。

長 崎 県 が 掲 げ て い る 指 定 管 理
者 業 務 は 、 歴 史 研 究 と 史 料保存 の
高 い 専 門 性 、 地 域 に 密 着 し た 知 識
と 海外 交 流 を 軸 に し た 世 界 史 的 な

視 野 を 兼 ね 備 え る こ と が 求 め ら れ
る 。 通 常 な ら 、 専 門 教 育 を 受 け た
学 芸 員 が 生 涯 か け て 身 に つ け る 内
容 で あ る 。 し か し こ の シ ス テ ム で

は 、 収 益 に 見 合 う 調 査 に 偏 り が ち

に な ら ざ る を 得 な い の で は な い か 。
学 芸 員 の 趣 味 的 な 調 査 、 ｢オ タ ク の

島 宇 宙 ｣ か ら の 脱 却 の 必 要 性 を 指
摘す る 声 が あ る の は 事 実 だ が 、 基

礎 的 な 調 査 に 時 間 と 経費 を 掛 け な
く な る 心 配 が あ る 。 戦 後 の 史料保
存運 動 の 中 で 批 判 さ れ 、 克 服 さ れ
た ｢抜 き 取 り 調 査 ｣ - 展 示や 調 査

研 究 に す ぐ役 立 つ 一 握 り の 史料 だ

け が 大 事 に さ れ、 多 く の 史 料 を 切
り 捨 て に す る よ う な 調査 - が 復 活
す る 心 配 は な い の か 。

し か も 指 定 期 間 は 、 今年 か ら 5
年 間 で あ る 。 当 然 5 年 後 に 問 題 が
な け れ ば 延 長 さ れ る だ ろ う が 、 不

安 定 感 は 拭 え な い 。 こ う し た 条 件
の も と で ど の よ う に 人 材 を確保 し 、
ス キ ル を ア ッ プ し て く の か 。 N 社
に は メ ー ル で 学 芸 員 の 身 分 や採 用

問 題 に つ い て 問 い 合 わ せ て い る が 、
ま だ 返事 を も ら っ て い な い 。
出 版 や調 査 活 動 が ど れ ほ ど 組
み 込 ま れ て い る の か も 、 定 か で は
な い が 、 現 時 点 の 内 容 を 見 て い る

限 り で は 、 観光 目 的 、 そ の 展 示 目
的 の 図 録 出 版 が 全 面 に 出 て い る の
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で は な い か と 危惧 す る 。 長 期 的 視

野 が 欠 け る 心 配 は な い の か 。
ボ ラ ン テ ィ ア の 導 入 も 積 極 的

に 推進 す る こ と に な っ て お り 、 多

く の 一 般 市 民 と の 人 間 関係 の 構築
も き わ め て 重 要 な 業 務 で 、 コ ー デ

ィ ネ ー タ ー の 能 力 も 必 要 と な る 。
不 安 定 な 身 分 な ら ば 、 そ の 成果 も

限 定 さ れ る 心 配 は な い の か 。 長 崎

県 で は 、 今 年 4 月 に 開 館 し た 長 崎
県 美術館 に も 指 定 管 理 者 制 度 が 導
入 さ れ、 ミ ュ ー ジ ア ム 振 興 財 団 が

運 営 す る 。 県 民 ボ ラ ン テ ィ ア の 反

響 も 大 き く 、 募集 100 人 に 268 人

の 応 募 が あ っ た と い う 。 こ う し た

先 行 施 設 の 動 向 も 、 関 係 し て い る
の か も し れ な い 。

も ち ろ ん ボ ラ ン テ ィ ア の 導 入
自 体 は 悪 い こ と で は な い 。 社 会 教

育 施 設 の 最 終 目 的 に 市 民 の 自 己 達

成感 の 向 上 、 満 足 度 の 向 上 が あ っ
て 、 こ れ ま で は 受 け 身 で 、 見 る こ

と と 学 ぶ こ と で そ の 目 的 を 目 指 し

て い た の に対 し 、 自 ら 参 加 に よ っ

て そ の 目 的 に 到達 し よ う と す る な
ら 、 目 的 か ら 離 れ て は い な い 。 し

か し 、 そ こ に は 行 政や 指 定管理者
と の 対等 な 関 係 、 共 同 決 定 の 原 則
な ど さ ま ざ ま な 前 提 が 必 要 な の で
あ っ て 、 コ ス ト 削 減 だ け が 目 的 で
あ っ て は な ら な い 。

ま た 美 術 館 の 指 定 管 理 者 が 振

興財 団 な の に 、 歴 史 文 化 博 物 館 の

管理者 が な ぜ 振 興財 団 で は な く 、
ー私 企 業 な の か 。 博 物 館 の 歴 史 展
示 と は 歴 史 観 が 問 わ れ る 仕 事 で あ
る 。 同 じ 出 来事 で も 、 歴 史 観 に よ

っ て イ メ ー ジ は ま る で 違 う も の に
な る の は い う ま で も な い 。 歴 史 認
識 は 日 中 、 日 韓 で 常 に 問 題 に な っ

て い る が 、 こ れ は 特殊 な 問 題 で は
な く 、 た と え ば 原 爆投 下 を め ぐ る
日 米 間 で も 根 強 い 問 題 を 抱 え て い
る よ う に 、 普 遍 的 な テ ー マ な の で

あ る 。

歴 史 展 示 と は デ ィ ス プ レ ー を

作 る こ と と は 本質 的 に 違 う し 、 展
示 物 の 組 み 合 わ せ を 通 じ て 、 そ の
背 景 に あ る 歴 史 観 を 展 示す る と い
う 点 で 、 美 術館 展 示 と も 違 う の で
あ る 。

歴 史 を ど う 見 せ る か 、 そ れ は 県
民 性 を ど う 涵養 す る か に も 通 じ る 。
一 私 企 業 の 収 益 活 動 に は な じ ま な
い 要 素 を 多 く 含 ん で い る 。 行政 と
い う ｢公 ｣ を 信頼 し て 、 市 民 か ら
寄 贈 ･ 寄 託 さ れ た 収 蔵 品 も あ る だ
ろ う 。 そ れ 以 前 に そ も そ も 歴 史 遺
産 は 、 市 民 の 共 有財 産 な の あ る 。
私 は 長 崎 県 と は 何 も 接 点 が な
い し 、 指 定 管理者 と な る N 社 を あ
げ つ ら っ て い る わ け で は な い 。 ま

し て や 県 民 代 表 で あ る 県 議 会 が 承

認 し た 計 画 に 異議 を 唱 え て い る わ

け で も な い 。 た だ 神 戸 と は 、 港 と

し て 発 展 し 、 戦 前 は 軍 需 産 業 都 市
と し て 栄 え そ れ ゆ え に 戦 災 と い う
共 通 の 災 禍 に 遭 っ た と い う 共 通 の

歴 史 が あ り 、親 近 感 を 抱 い て い る 。
そ の 地 で 、 展 開 さ れ る 歴 史 系 博 物

館 の 展 開 に は 関 心 を 持 つ し 、 こ う
し た 歴 史 系 博 物 館 へ の 指 定 管 理者
制 度 の 導入 の 成 否 は今 後 の 歴 史 系

博 物 館 の 動 向 を 左 右 す る だ ろ う 。
｢基 本 ｣ が な い が し ろ に さ れ な い

展 開 を 強 く 要 望 し た い 。

( 1 ) 朧 端 真 理 子 氏 ｢ 指 定 管 理 者 制 度
か ら 考 え る 公 立 博 物 館 の 存 続 問 題 ｣『日

本 史 研 究』 5 1 1 号、 2 0 0 5 年 3 月 号。
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( 2 ) ｢資 料 館 や 博 物 館 に 対 す る 指 定管

理 者 制 度 の 導 入 に 関 す る 要 望 書 ｣『日 本

史 研 究』 5 12 号、 2 0 0 5 年 4 月 号 な ど 。

(お お く に ･ ま さ み 神 戸 深 江 生
活 文 化 史 料館 副 館 長 、 史 料 ネ ッ ト

運 営 委 員 )

t

災害カンパにご協力いただいた皆様 ~

2 0 0 4年夏剔膣の刀連続台風に隙九、多くの方々から史料体ツトに!熊錨止お寄せいただきました。
2 00 5年4月 30日段階で、創f料 1 0 , 8 6 4円葉法りました。 この帽捲催秒ましてご隣れ、ただれ、た増糊 -厚く
お礼申し上t鶯ミす。

山田修士、造 l敷 佐顫凡陀期̂ 柏田紘‐、林腺 ハユネ･幸義、松下佐] ｣}子、 十魂可車頗由風 浬崎信一、宮崎典久、
岡村蕪杯祟溪･ 丙‐鰍柳瀬･古川勝了- ･鰯寂合田寿郎･鱗敷麻田茂、奥山哲夫, 立花京子、 谷川やす子、内堀そ風 習取 ろみ、三浦秀夫、保翌遭久、俣野好治
4/16大阪聰薑史学会見学検討会ご参加の情倦ん、馬場義弘(福耕カンノリ (敬称略)
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曲局 活動日

(2鱒4し鱒/12)第21回被災史料整理 嬢神戸大文学部T文書･室)
(2004/07/n )第3回 ｢淡河町の歴史と文化を考える講演会｣ を後援
(2" 4/07/28〕 シンポジウム ｢舳げ域刈資探*の光保存と活用を考える｣開催
(2004/07/節)史料ネットf精麦の奬鉢･甕u＼氏が委員をつとめる、 内閣府 ｢災害から文イ撻睡と地域をまもる検討委員会｣ より ｢地震災害
から文イ頃卸産と地域をまもる対策のあり方｣カシ公表される

(2004/07/10)第銘回被災史料整理 嬢神戸大文学部古文書室)
(2004/07/20)第“ 回歴史資料ネットワーク運営委員会
(2004/08/04,07)第6回 ｢火垂るの基を歩く会 ｣ を後援

(2004/" /01)第“回歴史資料ネットワーク運営委員会
(2004/“/o5)第1回史料ネット市民講座 ｢芦屋の歴史をたどる ~尼崎藩と離日の村々 ~ ｣ を開催
(2004/鮑ノーL)第芻國魔災史料整理 嬢神戸大文学部古文書室)
(2004/“/23) ｢災害の記翰翻覇醜承システムの構築を考える｣ シンポジウム を共催
(即餌/" /25)被災者支援翳復興会議肛フォーラムへの参加
(即鍋/lo/18)第24回歴史資料ネットワーク運営委員会

(加悦/10/30)日漏蹄止大学知多半島総合研究所シンポジウムへの参加
(2004/11/13)第笈回被災史料整理 隈神戸大文学部古文書室)
(2004/11/18)第鴉回歴史資料ネットワーク運営委員会
(沈鬱ソ12/" )第笏回歴史資料ネットワーク運営委員会
(2004/12/18)平成1 6年度史掌研鰯已所公濶講座『兵庫滓研究のま闘前劇 を後援
(ao鰭/01和3)第勿回歴史資匝料ネットワーク運営委員会

(2の5/0 1/即〕国連防災世界会議 ｢文イ鑓魔を災害から守るために｣ に参加
(2の5/o1/2の 文化財保存荊顔後学会例陰 ｢文イ捌郡樅災の数蘭=と展望 ÷阪神 ･淡路大震災から 1 0年÷｣ に参加
(2の5/01/知り第3回歴史文化をめぐる地婉域渕朝院協議会 ｢布町合併と地輛域渕直産の保存 ･活用を考える-公文書 ･文化財 ･地域史料- ｣
に参加

(即[お/02/05)決河歴史セミナーを後援
(歓×晦/02/07)第鴉回歴史費料ネットワーク運営委員会
(即〔お/02/12)シンポジウム ｢新潟県中越地震からの文イ饉魔.の救出と現状｣ に参加

第笏職史溌 篏神戸嬉部古嬢)
(2卸5/03/02)第芻回歴史資第斗ネットワーク運営委員会
(2飼5/o 3/19) シンポジウム ｢地域資料の保存と活用を考える 第2回 地域費蕊躬巣存 ･活用ネットワークの構築に向けてj を開催
(2飼5/O4/14)第卸回歴史資料ネットワーク運営委員会
(2005/錨/16)大阪歴史学会見学検討会 ｢天下普請を支えた石材の調幽 を後援
(2005/悩ん7)第芻 回被災史率潅腱嬢神戸大文学部古文書室)
(2005/05/" ) 第 31回歴史資料ネットワーク運営委員会
(2卸5/05/15)日本西洋史学会第琉 回大会箱弱り企画を後援
(200膨第/21)大阪歴史科学箋協議会5月例会を共催
(2鱒5/節/幻)若屋市立美術弼ご物刎館シンポジウムを共催 (予定)
(2005/“/" )第32回歴史資料ネットワーク運営委員会 (予定)
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2 0 0 霊年度皇 大塩歴史学会大会総会
日時 2 0 0 5年 6月 2 6 日 (日) 1 0 : 0 0 ~ 1 7
(第 I報告 1 0 : 0 0 ~ 1 1 " 3 0 第n報告 1
会場 関西〆[ ;大学上ケ原キャンパス B 号館
参加費 5 0 0 円 踏料f匂

7 : 0 0 6そぐ寸･開始9 : 3 0 )
1 3 : 5 0 ~ 1 5 : 2 0 第田報告 1 5 : 3 0 ~ 1 7 ; 0 0 )

大会

部会報告

【考古部会】

m

【古代史部会】

田

【中世史部会】
　　

m
【近世史部会】
　 　　 　

【近代史部会】

m

第 1会場 (1 0 3教斡
真言密教の地鎮め遺構 ｢土釜理統制直構｣ に関する修法復元

- 『土公雌期性別 と ｢口伝｣ からのアプローチ-
】 第2会場 (1 0 4 教室)
日本古代都靱鰔荊における市の展開
】 第3会場 (2 0 2教斡
　　　　　
三好氏の畿内夷配とその構造

】 第4 会場 (2 0 4教斡

泄硼の大群智郡の小鱒と纖
-坂合部郷幻勤寸表野家の事例-
】 第5会場 (3 0 2数勤

務改良下の繖革

鳥羽 囮副

田中 大介

坂本 亮大

天野 忠臣

谷口 裕信

圈人報告

【考古部会】 第 1会場 (1 0 3 教室)
近世土器 ･陶磁器からみた都市住民鯛階層性
一関西を中心に--

【古代史部会】第2会場 (1 0 4教斡
I 日本古代の大学と宮入登用

n 平安期モの対外意識と文人貴族
【中世史部会】第3会場 (2 0 2数斡
1 中1廟前期の王家と安楽れ院
- ｢姥繍 と姫の本質‐

【近世史部会】第4 会場 (2 0 4教斡
I 慶長三~五年の大坂城普請について
一いわゆる ｢三の丸｣ 築造をめぐって一

【近代史部会】第 5会場 (3 0 2教斡
口 昭和天皇と地方長官会議

-天皇の 酢糟則 と府県知事の『地方事情奏却 の分析-

赤松 和佳

二星 澗

嶋本 尚志

野口 靴

中村 廟

竹永 三男

総会 1 2 : o o ~ 1 3 : 4 0 (3 0 4 教室)
穀親会 1 7 : 3 0 ~ 1 9 : 3 0
※昼食券等は発行しません。 会場周辺にはコンビニ等はありますが、 昼食をとる場所はあまりありません。 昼食

は各自でご用意下さい (食事場所は会場内に設けています)。
※車での来場はご遠慮ください。
※お問い合わせ先 大阪競酌史学会 T E L 0 7 9 8 5 4 ･一6 2 1 4

〒 6 6 2 一 8 5 0 1 西宮市上ケ原一番町 1一 1 5 5 関西堂院-大学文学部日本史学研究室気付
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f固人会諺員への入会と“ N e w s L e tt e r '翼溝言売のお、原項し、

史料降シトの;琵勁こ平素訪ちご協力いただき、 ありカモうございます。
歴史資料降りトワ三ク f家 茂圏寮男情続きN ew s Leはer' を≦執 回発それ、たします(年間購読銚斗:郵
送費込み10 0 0 円)。改組とともに今後内谷を更に充実させる努力を重ねて参ります。皆様方には引き
糸り縫テコ購流、ただきますよう、よろしくお"頼れ、致丸ます。
また、表題こもありますように、ニュースレタ三会員･贈呈読者の皆様には是非とも個人会員へのご入
会 (年会費 :個人会員5 0 0 0円、学生 ･院生会員は半額〕ないしサポ｣夕 - (一 口 3 0 0 0 円以上)としてご
支援いただき、 史料降り卜の翹麗にご理解･ご協効淹 ,霧ゾますよう、 宜しくお鯨虱、申し上-愕てす。

　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　
名義 3殿資料ネッ トワ一

口座坐裡騎号 : ○ 0 9 3 0 - 1 - 5 3 9 4 5

★史料保存関係のホームページ “ArchM st m Japa n " を開設している小林年春さんのご協力により、
史料ネットの情報を同ホームページに連載していただいています‘ http ://酬留.a rch iv ists c d n/ または
httP “肥面e r .n ifty n e jp/a rchiv ists .c q n/ または
httP //w靴a s癰十net o r iロ/

~翻7t- kbys /a rd膨ists/

編集後記

2004 年度は新潟中高井水害などの集中豪雨や連続台風による風水害により、未曾有の被害が発生し た一年となってしま
いました。 これまで大規木戴ば水害では、 民間所在の不特定多数の水損史料に対して、組織的･長期的な救出活動はほとん

ど展開群れてこなかったと いってもよいでしょう。 しかし歴史資料降りト ワ--ク【よ これまでの地震時でのノウハウを活かし
つつ、水害時においても新たに対応を“乳、ました。そ の結果、7 月には福井史料ネット ワ…クの立ち上げに協力を行い、 lo

月以降では連続台風のうちとりわけ被害の大きかった台風 23 号による兵庫県･京都府内の浸水地区の被災資料調査とレ

スキュー活動宿行ってきました。 これらの活動からどんな義朧訓と言謳勘ミ見えてきたのゐし一。歴史資料忰、ット ワークは、来
る 6 月 18 日 (土) に、今年度の主な活動となった風水害から歴史資料を保全する取り組みについての成果と今後の課題を

検討するシンポジウムを開催することにしています。会員の皆様のご参加をお待ちしております。 (ま)
表紙の写真の内容は、活動日誌には記載されておりません。新年度に入りまして、 これらの詳細を報告させていただきま

す。 (あ)

史料ネット ＼EW S l‘IT IER ~ }.4 1
編集 ･発行 歴史資料ネガ･ワーク

T 657 8製 ! 神戸市灘区二六甲合田i1 1 神戸入学文学部｣遡或連携セシンタ -気付 史料ネソト神戸セン ター
｢IH 趨きN Q78‐8036 565(B自室時間 平日の午後旧艀 5時)
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